
山県市成人式　1月11日
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2月

市県民税［第4期］ 2月2日
（固定資産税［第4期］ 3月1日）
国民健康保険税［第9期］ 2月2日
（ 〃　　　［第10期］ 3月1日）
介護保険料［第7期］ 2月2日
（ 〃　　［第8期］ 3月1日）

水道料 02月26日
下水道料
赤尾・梅原・大桑・桜尾のみ 02月2日
（全地区 03月1日）

今月の
納期限

今月の
納期限

保○は保健福祉ふれあいセンター、 は伊自良老人福祉センター、 は美山構造改善センター

日

はみがきけんし
ん 1 3：0 0 ～
14：00□
ハッピーライフ
相談 10：00～
12：00（美山支
所2階）

3 歳児健診　受
付13：00～14：
00□

休日診療：松井
医院 9：0 0 ～
15：00 16：00
～19：00（岐阜
市石原□058・
229・5655）

人権擁護相談
13：00～15：00

はみがきけんし
ん 1 3：0 0 ～
14：00□

休日診療：大前
医院 9：0 0 ～
15：00 16：00
～19：00（岐阜
市太郎丸新屋敷
□058・ 229・
3131）

行政相談 13：
00～15：00（山
県 市 役 所 3 階
304会議室）
人権擁護相談
13：00～15：00
（山県市役所3階
305会議室）

弁護士相談　受
付13：00～14：
30（山県市役所
3階304会議室）
子宮がん集団検
診 受付13：15
～14：00□

建国記念の日
休日診療：永田
医院 9：0 0 ～
15：00 16：00
～19：00（岐阜
市福富天神前□
0 5 8 ・ 2 2 9 ・
2101）

乳幼児相談
10：00～11：00
□
社会保険相談
10：00～15：00
（美山中央公民
館）
ハッピーライフ
相談 10：00～
12：00（美山支
所2階）

幼児食教室
10：00～13：00
□

休日診療：不破
クリニック9：00
～15：00 16：
00～19：00（岐
阜市太郎丸□
058・229・6081）

休日診療：加藤
医院 9：0 0 ～
15：00 16：00
～ 19：00（岐阜
市加野□058・
243・1114）

休日診療：石田
内科 9：0 0 ～
15：00 16：00
～ 19：00（岐阜
市福富出口□
0 5 8 ・ 2 2 9 ・
5530）

10 ・ 11か月児
健診 受付13：
00～14：00□

行政相談 13：
00～15：00（□、
美山支所住民相
談室）

乳幼児相談
10：00～11：00
□
社会保険相談
10：00～15：00
（高富町商工会
館）

ツベルクリン予
防接種 受付
13：15～14：00
□

1 歳 6 か月児健
診 受付13：00
～14：00□

3 ・ 4 か月児健
診 受付13：00
～13：15□

1 歳 6 か月児健
診 受付13：00
～13：15□
3 歳児健診 受
付13：30～13：
45□

ハッピーライフ
相談 10：00～
12：00（美山支
所2階）

心の相談 13：
30～15：00□
ハッピーライフ
相談 10：00～
12：00（美山支
所2階）

BCG予防接種
受付 1 3：1 5 ～
14：00□
はみがきけんし
ん 1 3：0 0 ～
14：00□
ハッピーライフ
相談 10：00～
12：00（美山支
所2階）

はみがきけんし
ん 1 3：0 0 ～
14：00□

ママパパクラス
10：00～11：30
□

月 火 水 木 金 土

1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日

8日 9日 10日 11日 12日 13日 14日

15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日

22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日

29日 1日 2日 3日 4日 5日 6日

保○

保○

保○

保○
保○保○

保○
保○保○ 保○

保○保○

美○

美○

美○ 美○

美○

伊○

伊○

伊○

伊○

伊○

3月
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【市章の意味】

山県市の山の字をモチーフに、豊かな自然と活力ある都市が
調和して、21世紀の未来へ飛翔する市民を鳥にイメージして、
安らかで快適な山県市を、意気高らかに謳

うた

いあげています。
＊青は未来へと続く澄みきった空・調和と発展。
＊緑は豊かな自然・活力と創造。
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「
安
ら
か
で
快
適
な
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
」
を
目
指
す
山
県
市
の
市

章
が
決
定
し
ま
し
た
。

市
章
の
デ
ザ
イ
ン
募
集
に
は
、
昨

年
八
月
末
ま
で
に
日
本
全
国
か
ら
千

三
百
五
十
二
点
の
作
品
が
寄
せ
ら

れ
、
そ
の
中
か
ら
市
章
選
定
委
員
会

に
よ
る
厳
正
な
選
考
に
よ
り
、
採
用

候
補
作
品
五
点
を
選
定
し
ま
し
た
。

そ
の
後
十
一
月
に
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
広
く
ご
意
見
を
う
か
が
う
た

め
、
市
民
に
よ
る
投
票
を
行
っ
た
結

果
、
左
記
投
票
結
果
の
と
お
り
と
な

り
ま
し
た
。

こ
の
結
果
を
ふ
ま
え
、
十
二
月
二

十
二
日
に
市
章
選
定
委
員
会
を
開
催

し
て
、
山
形
県
山
形
市
の
松
岡
英
男

さ
ん
（
64
歳
）
の
作
品
を
最
優
秀
作

品
と
し
て
、
市
章
に
選
定
し
ま
し

た
。ま

た
、
市
章
の
投
票
と
同
時
に
行

っ
た
市
の
木
、
市
の
花
、
市
の
色

（
カ
ラ
ー
）
の
投
票
の
結
果
、
市
の

木
に
は
「
栗
」、
市
の
花
に
は
「
き

き
ょ
う
」、
市
の
色
に
は
「
緑
」
が

そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。

今
回
決
定
し
た
市
章
お
よ
び
市
の

木
、
花
、
色
は
、
山
県
市
を
表
す
統

一
し
た
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、
今
後
さ

ま
ざ
ま
な
場
面
で
活
用
し
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
と
共

に
、
産
業
振
興
や
観
光
な
ど
の
P
R

活
動
な
ど
に
も
活
用
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
市
章
お
よ
び
市
の

木
な
ど
の
投
票
に
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
九
百
五
十
六
票
も
の
投
票
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
た
い
へ
ん
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

に決定！

山
県
市
市
章
選
定
委
員

（
敬
称
略
）

委

員

長

上
野
政
幸

（
藤
倉
）

副
委
員
長

金
森
和
彦

（
谷
合
）

委
　
　
員

外
川
忠
義

（
佐
賀
）

小
谷
真
理
子

（
高
富
）

高
畠
純（佐

賀
）

佐
野
由
美
子

（
掛
）

高
井
理
香

（
小
倉
）

中
野
恵
津
子

（

原
）

長
尾
直
子

（
富
永
）

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

久
保
村
里
正
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今
回
の
市
章
選
定
で
、
最

優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
松
岡
英

男
さ
ん
の
表
彰
式
が
一
月
十

五
日
に
市
役
所
で
行
わ
れ
、

は
る
ば
る
山
形
県
か
ら
お
越

し
い
た
だ
い
た
松
岡
さ
ん

に
、
平
野
市
長
か
ら
賞
状
と

賞
金
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

松
岡
さ
ん
は
「
市
章
と
い

う
、
こ
れ
か
ら
何
年
も
使
わ

れ
る
も
の
に
選
ば
れ
た
こ
と

を
光
栄
に
思
い
ま
す
。（
自

分
の
住
ん
で
い
る
）
山
形
市

と
同
じ
名
前
の
山
県
市
の
市

章
と
い
う
こ
と
で
、
よ
り
一

層
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
」

と
受
賞
の
喜
び
を
話
さ
れ
ま

し
た
。

作品番号③ 306票（32.4％）
山形県山形市
松岡英男さん（64歳）の作品

作品番号② 288票（30.5％）
広島県廿日市市
堀江　豊さん（54歳）の作品

作品番号① 182票（19.2％）
福岡県北九州市
東　信慶さん（45歳）の作品

作品番号④ 86票（9.1％）
長崎県長崎市
草野敬一さん（48歳）の作品

作品番号⑤ 83票（8.8％）
福岡県福岡市
三好健一さん（52歳）の作品

栗 264票（27.8％）
松 119票（12.6％）
杉 103票（10.9％）
桜 94票（ 9.9％）
銀杏 65票（ 6.9％）

ききょう 219票（23.4％）
かたくり 116票（12.4％）
コスモス 68票（ 7.3％）
たんぽぽ 45票（ 4.8％）
ラベンダー 42票（ 4.5％）

緑 432票（45.8％）
紫 116票（12.3％）
黄 61票（ 6.5％）
青 60票（ 6.4％）
黄緑 46票（ 4.9％）

市章採用候補作品

市章の投票結果
有効票945票　　無効票　11票

市の「木」投票結果
有効票948票　　無効票8票

投票の内訳（上位5番まで）

投票者総数　956票
（ ）内は有効投票数に対する割合

市の「花」投票結果
有効票937票　　無効票19票

投票の内訳（上位5番まで）

市の「色（カラー）」投票結果
有効票943票　　無効票13票

投票の内訳（上位5番まで）
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一
月
五
日
、
伊
自
良
十
六
拍

子
保
存
会
が
椿
野
苑
を
慰
問
し

ま
し
た
。

こ
の
日
の
慰
問
に
は
、
同
保

存
会
の
保
育
園
年
中
か
ら
六
十

八
歳
ま
で
の
十
五
人
が
参
加

し
、
施
設
利
用
者
約
四
十
人
に

伊
自
良
地
域
伝
統
の
十
六
拍
子

太
鼓
を
披
露
。
迫
力
満
点
の
演

奏
に
利
用
者
ら
は
大
き
な
拍
手

を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
演
奏
後
に
は
、
利
用
者

ら
は
保
存
会
会
員
に
勧
め
ら
れ

て
太
鼓
を
た
た
い
た
り
し
て
交

流
を
は
か
り
ま
し
た
。

伊
自
良
保
育
園
年
長
で
約
一

年
前
か
ら
十
六
拍
子
太
鼓
を
始

め
た
上
野
沙
月
さ
ん
は
「
お
じ

い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
の
前
で

上
手
に
で
き
て
よ
か
っ
た
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

一
月
十
一
日
、
新
成
人
四
百

九
十
九
人
を
招
待
し
、
高
富
・

伊
自
良
・
美
山
地
域
の
各
中
央

公
民
館
で
成
人
式
を
行
い
ま
し

た
。式

典
で
は
、
新
成
人
を
代
表

し
、
高
富
地
域
は
尾
関
洋
一
さ

ん
が
、
伊
自
良
地
域
は
棚
橋
芳

隆
さ
ん
、
角
守
仁
さ
ん
が
、
美

山
地
域
で
は
山
口
圭
太
さ
ん
が

力
強
く
「
二
十
歳
の
誓
い
」
を

述
べ
、
大
人
と
し
て
の
自
覚
を

も
っ
て
生
き
て
い
こ
う
と
い
う

決
意
を
表
し
ま
し
た
。

式
典
後
は
各
中
央
公
民
館
と

も
記
念
撮
影
と
パ
ー
テ
ィ
ー
が

行
わ
れ
、
新
成
人
ら
は
久
し
ぶ

り
の
再
会
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

伊
自
良
十
六
拍
子
保

存
会
が
椿
野
苑
を
慰

問

成人おめでとうございます
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人
権
擁
護
活
動
で
活
躍
さ
れ

た
功
績
に
よ
り
、
本
年
度
の
岐

阜
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
総

会
で
、
次
の
方
々
が
各
種
表
彰

を
受
彰
さ
れ
ま
し
た
。（敬

称
略
）

法
務
省
人
権
擁
護
局
長
感
謝
状

島
戸
一
夫
、

恩
田
安
代

人
権
擁
護
委
員
中
部
連
盟
会
長

表
彰尾

関
千
代
子
、
林
　
教
江

山
田
愛
子

岐
阜
地
方
法
務
局
長
感
謝
状

臼
井
敏
雄

こ
の
ほ
ど
伊
自
良
地
域
と
美

山
地
域
を
結
ぶ
「
平
井
坂
ト
ン

ネ
ル
（
仮
称
）」
が
貫
通
し
、

十
二
月
二
十
五
日
に
ト
ン
ネ
ル

内
で
関
係
者
ら
が
出
席
し
て
貫

通
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ト
ン
ネ
ル
は
平
成
十
七
年
度

の
開
通
を
め
ざ
し
て
工
事
が
進

め
ら
れ
て
い
る
主
要
地
方
道
岐

阜
美
山
線
平
井
バ
イ
パ
ス
の
一

部
で
、
長
さ
は
六
百
五
十

九

。
バ
イ
パ
ス
が
全
線
開
通
し
ま

す
と
、
現
在
は
高
富
経
由
で
し

か
行
き
来
で
き
な
い
伊
自
良
と

美
山
の
間
が
直
接
結
ば
れ
る
こ

と
と
な
り
、

人
や
物
の
交

流
が
活
発
に

な
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま

す
。
貫
通
式

で
は
最
初
に

広
瀬
岐
阜
地

域
振
興
局
長

や
平
野
市
長

ら
が
貫
通
発

破
の
ス
イ
ッ

チ
を
押
し
、

そ
の
後
、
工

事
関
係
者
ら

に
よ
る
通
り

初
め
や
お
み

こ
し
の
入

場
、
鏡
開
き

な
ど
で
貫
通

を
祝
い
ま
し

た
。

メ
ー
ト
ル

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

人
権
擁
護
委
員
表
彰

昨
年
末
に
東
深
瀬
の
村
瀬
静

嘉
さ
ん
か
ら
、
し
め
縄
を
い
た

だ
き
き
ま
し
た
。
村
瀬
さ
ん
は

二
十
年
ほ
ど
前
に
自
己
流
で
わ

ら
細
工
を
始
め
ら
れ
、
今
で
は

地
元
の
公
民
館
や
老
人
ク
ラ
ブ

な
ど
で
開
催
さ
れ
る
し
め
縄
教

室
の
講
師
も
務
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
贈
ら
れ
た
し
め
縄
は
エ
ビ

な
ど
の
飾
り
物
も
す
べ
て
手
作

り
で
、
デ
ザ
イ
ン
も
村
瀬
さ
ん

自
身
が
考
え
ら
れ
た
も
の
で
す
。

年
末
か
ら
年
始
に
か
け
て
本
庁

舎
や
各
支
所
な
ど
の
玄
関
に
飾

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

伊
自
良
と
美
山
を
つ

な
ぐ
ト
ン
ネ
ル
の
貫
通

を
祝
う

こ
の
ほ
ど
岡
本
医
院
の
岡
本

忠
雄
さ
ん
と
ト
ノ
ウ
チ
歯
科
の

殿
内
利
夫
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ

全
国
と
岐
阜
県
の
公
衆
衛
生
事

業
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
、

十
二
月
二
十
二
日
、
市
役
所
で

平
野
市
長
か
ら
表
彰
状
が
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。

公
衆
衛
生
事
業
功
労
者
と

は
、
地
域
住
民
の
疾
病
予
防
や

健
康
増
進
、
保
健
指
導
な
ど
に

長
年
に
わ
た
り
献
身
的
な
活
動

を
続
け
ら
れ
た
方
で
、
お
二
人

と
も
各
小
中
学
校
の
校
医
を
務

め
ら
れ
た
ほ
か
、
地
域
保
健
事

業
の
推
進
や
歯
科
保
健
衛
生
思

想
の
普
及
啓
発
な
ど
に
貢
献
さ

れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

公
衆
衛
生
事
業
の
功

労
者
と
し
て
表
彰
さ

れ
る

手
作
り
し
め
縄
を

い
た
だ
き
ま
し
た

表彰状を手にする岡本さん（右）と殿内さん（左）



山
県
市
消
防
出
初
式
が
一
月

十
一
日
に
、
み
ん
な
の
げ
ん
き

広
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
消
防
本
部
職
員
や
消
防
団

員
な
ど
約
五
百
人
が
参
加
し
、

永
年
勤
続
表
彰
の
後
、
ポ
ン
プ

車
や
救
急
車
十
五
台
と
団
員
ら

が
分
列
行
進
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
一
斉
放
水
で
水
が
空
高

く
放
水
さ
れ
る
と
虹
が
現
れ
見

物
人
か
ら
大
き
な
拍
手
が
お
く

ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
表
彰
を
受
け
ら
れ
た

方
は
次
の
方
々
で
す
。（敬

称
略
）

▼
永
年
勤
続
功
労
賞

江
川
隆

雄

▼
勤
続
功
労
賞
　
澤
田
仁
志

▼
功
労
賞

中
村
浩
二

大
西
広
司
、
宇
野
浩
史
、
藤
森

義
和
、
田
中
隆
司

▼
功
績
賞

森
泰
幸
、
花
村
裕

次
、
後
藤
利
裕
、
棚
橋
純
次
、

藤
解
哲
也
、
堀
清
徳
、
山
田
博

喜
、
山
田
慎
一
、
加
納
利
卓
、

大
西
孝
和
、
野
口
太
志

宇
野
浩
史
、
宇
野
慶
二
、
宇
野

聡
、
堀
清
徳
、
大
西
広
司
、
加

納
利
卓
、
田
中
隆
司
、
野
口
太

志
、
大
西
孝
和
、
田
中
謙
生

▼
勤
労
賞

宇
野
浩
史
、
宇
野

慶
二
、
宇
野
聡
、
佐
村
誠
二
、

田
中
謙
生
、
臼
井
正
明

▼
感
状

鷲
見
慎
二
、
山
岸
弘

美
、
市
原
豊
士
、
高
見
道
治
、

野
倉
隆
志
、
信
田
勝
巳
、
小
田

英
明
、
山
田
伸
二
、
矢
崎
俊
弘
、

藤
瀬
智
之
、
大
野
峰
和
、
服
部

健
夫
、
松
久
仁
司
、
山
田
慎
一
、

山
田
憲
男
、
鈴
木
康
弘
、
杉
山

彰
、
宇
野
伴
成
、
宇
野
長
久
、

杉
山
憲
一
、
大
野
慎
治
、
村
橋

克
司
、
西
川
英
夫
、
白
木
秀
雄
、

島
戸
幸
成
、
横
山
勝
紀
、
吉
村

幸
司
、
桑
野
学
、
大
西
美
千
晴
、

田
中
康
博
、
田
中
隆
之
、
木
村

政
彦
、
澤
田
昌
彦
、
木
村
育
男
、

堀
幸
泰
、
山
口
純
児
、
深
尾
浩

志
、
早
川
慎
悟
、
荒
深
喜
久
彦
、

成
瀬
健
司
、
鳴
海
健
一
、
松
久

武
弘
、
岡
山
知
一

鷲
見
慎
二
、
矢
嶋
守
、
森
忠
広
、

藤
根
義
幸
、
服
部
裕
司
、
高
橋

伸
昌
、
大
野
宏
幸
、
石
丸
章
、

土
田
浩
二
、
堀
川
弘
樹
、
坂
東

英
臣
、
角
守
修
、
大
村
英
治
、

浅
野
直
樹
、
田
中
裕
哉
、
中
原

誠
、
高
瀬
永
宗
、
福
島
一
成
、

植
村
知
己
、
恩
田
政
典
、
早
川

晃
央
、
山
口
健
次
、
恩
田
吉
行
、

丹
所
輝
朗
、
荒
深
貴
久
彦
、
小

澤
増
美
、
恩
田
達
也
、
澤
田
敦

志
、
山
口
隆
、
恩
田
淳
司
、
杉

山
竜
也
、
山
口
勇
二
、
荒
深
達

也
、
山
口
哲
史

こ
の
た
び
梅
原
の
小
谷
寅
一

さ
ん
（
89
歳
）
が
自
宅
の
畑
で

巨
大
大
根
を
収
穫
し
ま
し
た
。

こ
の
大
根
は
大
蔵
大
根
と
い

う
品
種
で
、
今
回
収
穫
し
た
も

の
は
、
長
さ
六
十
cm
、
重
さ

六
・
二
kg
、
太
さ
三
十
八
cm

（
円
周
）。

小
谷
さ
ん
は
「
こ
ん
な
大
き

な
大
根
を
収
穫
し
た
の
は
は
じ

め
て
。
肥
料
に
ボ
カ
シ
を
使
っ

民
福
祉
の
向
上
に
貢
献
を
さ
れ

ま
し
た
。
受
章
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

た
の
が
良
か
っ
た
の
か
も
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。
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こ
の
た
び
地
方
自
治
功
労
の

高
齢
者
叙
勲
で
、
梅
原
の
淺
野

正
七
さ
ん
（
88
歳
）
が
旭
日
単

光
章
を
受
章
さ
れ
、
十
二
月
二

十
六
日
に
市
役
所
で
伝
達
式
を

行
い
ま
し
た
。

淺
野
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
二

年
か
ら
五
十
四
年
ま
で
の
三
期

十
二
年
間
高
富
町
議
会
議
員
と

し
て
地
域
の
発
展
に
ご
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
昭
和
五

十
三
年
九
月
か
ら
一
年
一
か
月

の
間
、
議
長
を
務
め
ら
れ
、
議

会
の
円
滑
な
運
営
、
教
育
、
住

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

淺
野
正
七
さ
ん
に

高
齢
者
叙
勲

ド
デ
カ
ッ
大
根
収
穫

よ
り
一
層
士
気
を

高
め
ま
し
た

山
県
市
消
防
団
長
表
彰

山
県
市
消
防
協
会
長
表
彰

岐
阜
地
域
振
興
局
長
表
彰

岐
阜
県
消
防
協
会
長
表
彰

岐
阜
県
知
事
表
彰

山
県
市
長
表
彰

（財）
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高
富
小
　
六
年
二
組
　
中
村
詩
織

私
は
社
会
を
明
る
く
す
る
た
め
に
は
、

み
ん
な
が
仲
良
く
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま

ず
、
あ
い
さ
つ
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

私
は
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
家
で
の
あ
い
さ

つ
を
毎
朝
し
て
い
ま
し
た
。
小
さ
い
こ

ろ
、
家
族
み
ん
な
か
ら
「
あ
い
さ
つ
は

す
る
ん
や
よ
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た

か
ら
、
習
慣
に
な
っ
て
い
ま
す
。
あ
い

さ
つ
か
ら
始
ま
っ
て
、
あ
い
さ
つ
で
終

わ
る
と
い
う
の
は
ど
の
家
で
も
同
じ
だ

と
思
い
ま
す
。

学
校
で
も
あ
い
さ
つ
が
飛
び
か
っ
て

い
ま
す
。
最
近
で
は
、
あ
い
さ
つ
せ
ん

り
ゅ
う
や
あ
い
さ
つ
運
動
、
お
出
か
け

あ
い
さ
つ
を
し
て
い
ま
す
。
さ
れ
て
う

れ
し
か
っ
た
か
ら
私
も
や
っ
て
み
よ
う

と
思
う
の
で
す
が
、
や
っ
て
み
る
と
面

ど
う
で
す
。
知
っ
て
い
る
人
を
見
る
と

「
あ
い
さ
つ
を
す
る
ぞ
」
と
思
う
け
れ
ど

で
き
ま
せ
ん
。

え
し
ゃ
く
を
し
て
も
、
言
葉
が
出
な

い
と
社
会
は
暗
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
で

は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
な
ら
ば
、

え
し
ゃ
く
を
し
な
け
れ
ば
と
考
え
た
ら
、

ま
す
ま
す
暗
く
な
り
ま
す
。

あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
た
こ
と
の
な
い

子
が
あ
い
さ
つ
を
し
て
く
れ
る
と
、
と

て
も
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。
あ
い
さ
つ

で
さ
わ
や
か
な
気
持
ち
に
な
れ
ま
す
。

自
分
も
相
手
も
。
き
っ
と
、
あ
い
さ
つ

に
よ
っ
て
心
と
心
が
通
じ
合
え
た
と
い

う
感
じ
が
す
る
か
ら
で
し
ょ
う
。
で
も
、

こ
れ
か
ら
も
あ
い
さ
つ
を
し
よ
う
と
思

っ
て
く
れ
る
と
い
い
の
で
す
が
、「
は
ず

か
し
く
て
私
は
と
て
も
言
え
な
い
わ
」

と
い
う
子
も
い
ま
す
。
そ
う
い
う
子
は
、

ま
ず
、
家
で
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
「
お
や
す
み
な
さ
い
」、「
い
っ
て
き

ま
す
」
と
「
た
だ
い
ま
」
を
元
気
よ
く

や
っ
て
み
て
、
慣
れ
て
き
た
ら
学
校
で

も
や
っ
て
み
て
、
ど
ん
ど
ん
挑
戦
し
て
、

は
ん
囲
を
広
げ
て
い
け
ば
い
い
と
思
い

ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
あ
い
さ
つ
が
自

然
に
で
き
て
く
る
で
し
ょ
う
。

言
葉
が
出
て
こ
な
い
子
は
次
の
こ
と

を
や
っ
て
み
る
と
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
一
つ
目
は
、
は
ず
か
し
く
て
言
え

な
い
子
と
同
じ
よ
う
に
家
か
ら
始
め
る

や
り
方
で
す
。
二
つ
目
は
、
友
達
や
先

生
に
会
っ
た
ら
あ
い
さ
つ
を
す
る
、
つ

ま
り
、
声
を
か
け
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

ほ
か
に
も
店
の
人
に
何
が
ど
こ
で
あ
る

の
か
を
た
ず
ね
た
り
、
近
所
の
人
に
何

か
を
あ
げ
た
り
す
る
時
、
少
し
言
葉
を

付
け
た
し
て
話
し
て
み
る
の
も
い
い
で

し
ょ
う
。

だ
れ
も
が
、
ど
う
し
た
ら
あ
い
さ
つ

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
考
え
て
み
る

と
よ
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
や
っ
て

み
る
こ
と
で
す
。
あ
い
さ
つ
が
自
然
に

出
て
く
る
よ
う
に
な
る
と
、
お
互
い
明

る
い
気
持
ち
に
な
れ
、
残
酷
な
犯
罪
も

な
く
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

も
し
も
、
あ
い
さ
つ
が
な
い
と
、
人

と
の
つ
な
が
り
は
な
く
な
り
、
物
を
拾

っ
て
も
ら
っ
て
も
、「
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
」
と
言
え
ま
せ
ん
。
何
か
し

て
あ
や
ま
り
た
く
て
も
、「
ご
め
ん
な
さ

い
」
と
言
え
ま
せ
ん
。
何
か
を
食
べ
る

と
き
や
食
べ
終
わ
っ
て
も
、「
い
た
だ
き

ま
す
」「
ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た
」
と
言

え
ま
せ
ん
。
だ
れ
か
と
会
う
時
、
別
れ

る
時
、「
こ
ん
に
ち
は
」「
さ
よ
う
な
ら
」

と
言
え
ま
せ
ん
。
起
き
た
時
、
寝
る

時
、「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」「
お
や

す
み
な
さ
い
」
と
言
え
ま
せ
ん
。
と
て

も
さ
み
し
く
、
暗
い
毎
日
が
待
っ
て
い

る
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、「
人
」

と
す
れ
ち
が
う
だ
け
の
毎
日
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

こ
ん
な
楽
し
く
な
い
毎
日
は
あ
い
さ

つ
を
す
る
か
、
そ
れ
と
も
し
な
い
か
に

か
か
わ
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ど
ち

ら
か
の
判
断
で
、
ど
ち
ら
か
の
人
生
が

待
っ
て
い
ま
す
。
周
り
の
人
と
気
持
ち

よ
く
交
わ
り
た
い
な
ら
ば
、
今
か
ら
で

も
お
そ
く
な
い
か
ら
あ
い
さ
つ
を
す
る

べ
き
で
す
。
周
り
の
人
と
心
を
つ
な
げ

る
第
一
歩
、
そ
れ
は
あ
い
さ
つ
だ
と
思

い
ま
す
。

「
あ
い
さ
つ
」
と
い
う
も
の
は
、
私

た
ち
の
先
祖
が
遠
い
昔
か
ら
今
に
い
た

る
ま
で
伝
え
て
く
れ
た
、
大
切
な
心
の

か
け
橋
だ
と
思
い
ま
す
。
一
つ
言
え
れ

ば
次
も
言
え
ま
す
。
き
っ
と
言
え
ま
す
。

最
初
を
ふ
み
出
す
勇
気
さ
え
あ
れ
ば
、

あ
と
は
、
す
ら
す
ら
言
え
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

社
会
を
明
る
く
、
未
来
を
明
る
く
す

る
た
め
に
、
み
ん
な
で
あ
い
さ
つ
の
輪

を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
い
さ
つ
を
す
れ
ば
・
・
・

日
常
の
生
活
の
中
で
犯
罪
や
非
行
な

ど
に
関
し
て
考
え
て
い
る
こ
と
や
体

験
し
た
こ
と
を
作
文
に
し
て
も
ら
う

コ
ン
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
、
山
県
市
内

の
優
秀
賞
に
は
中
村
詩
織
さ
ん
（
高

富
小
六
年
）、
努
力
賞
に
は
安
藤
和

秀
さ
ん
（
同
）
の
作
品
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

作
文
コ
ン
テ
ス
ト

次
代
を
担
う
全
国
の
小
中
学
生

に
、「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、

山
県
市
内

優
秀
賞
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「
税
の
申
告
」
時
期
と
な
り
ま
し

た
。今

年
か
ら
申
告
会
場
は
、
山
県
市

役
所
、
伊
自
良
支
所
、
美
山
支
所
、

美
山
中
央
公
民
館
の
四
会
場
と
な
り

ま
す
。

申
告
さ
れ
る
方
は
、
お
近
く
の
会

場
ま
で
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

な
お
、
土
地
・
家
屋
・
株
な
ど
を

売
買
さ
れ
た
人
は
、
税
務
署
が
設
け

た
確
定
申
告
相
談
会
場
（
マ
ー
サ
21

南
館
四
階
マ
ー
サ
ホ
ー
ル
）
へ
お
で

か
け
く
だ
さ
い
。（
市
の
各
会
場
で

は
、
譲
渡
申
告
の
相
談
は
で
き
ま
せ

ん
）個

人
事
業
者
の
方
の
消
費
税
の
申

告
期
限
は
、
三
月
三
十
一
日
で
す
。

平
成
十
六
年
一
月
一
日
現
在
、
市

内
に
住
所
が
あ
り
、
前
年
中
（
平
成

十
五
年
一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
）
に
所
得
が
あ
っ
た
人

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

●
農
業
や
商
店
な
ど
事
業
を
営
ん
で

い
る
人

●
地
代
や
家
賃
収
入
な
ど
の
不
動
産

収
入
の
あ
る
人

●
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
譲
渡
所
得

の
あ
る
人

●
勤
務
先
か
ら
市
役
所
に
給
与
支
払

報
告
書
の
提
出
が
さ
れ
て
い
な
い

人
（
昨
年
中
に
退
職
し
て
、
今
年

一
月
一
日
現
在
就
職
し
て
い
な
い

人
な
ど
）

●
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
（
給
与
所
得
者
）

で
給
与
所
得
の
他
に
、
そ
の
他
の

収
入
が
あ
る
人

●
医
療
費
控
除
や
住
宅
借
入
金
等
特

別
控
除
を
受
け
る
人

そ
の
他
、
前
年
中
に
病
気
、
失

業
、
廃
業
な
ど
で
収
入
の
無
か
っ
た

人
は
、
市
役
所
で
は
所
得
の
有
無
が

わ
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

税
務
課
　

税
務
課
　
�
2222
・
6
8
2
2

6
8
2
2

税
務
課
　
　
22
・
6
8
2
2

申告が必要な方

※申告会場は、上記の4会場です。昨年までのように
各地区の公民館などでは申告相談を行いませんので
ご注意ください。

☆「税務署相談」の2月3日・4日は、税務署が住宅
借入金等特別控除に関する申告相談を行います。

☆所得税の確定申告と納税は、2月16日（月）から3月15
日（月）までです。（土・日曜日は除きますが、2月22日
（日）と2月29日（日）に限り、確定申告の相談・申告書
の受付を行います。

くわしくは、税務課（ 22・6822）または岐阜北税務署
（□058・262・6131）までお問い合わせください。

月／日 曜　　　　 会　　　　　　　　場

2／03 火　税務署相談　（会場　山県市役所）
9：30～16：00

2／04 水

2／16 月
2／17 火
2／18 水
2／19 木
2／20 金

2／22 日
2／23 月　　　税務署相談　（会場　山県市役所）
2／24 火
2／25 水
2／26 木
2／27 金

2／29 日
3／01 月
2／02 火
2／03 水
2／04 木
2／05 金

2／08 月
2／09 火
2／10 水　山県市役所　（3階　302会議室）
2／11 木　　　　　　　　　9：00～16：00
2／12 金

2／15 月　山県市役所　（3階　302会議室）
9：00～16：00

申告相談日程表

山県市役所
（3階　302会議室）
9：00～16：00

伊自良支所
（2階　会議室）
9：00～16：00

山県市役所
（3階　302会議室）
9：00～16：00

休日相談

9：00～16：00
美山中央公民館
（2階　会議室）
9：00～16：00

山県市役所
（3階　302会議室）
9：00～16：00

休日相談

美山支所
（1階　北側）
9：00～16：00

▲
　
　

▼

▲
　
　

▼
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大
部
分
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
年
末

調
整
に
よ
っ
て
そ
の
年
の
所
得
税
の
納

税
が
完
了
し
ま
す
の
で
、
改
め
て
確
定

申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
次
の

よ
う
な
場
合
は
、
確
定
申
告
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
給
与
の
収
入
金
額
（
年
収
）
が
、
二

千
万
円
を
超
え
る
人

②
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得

金
額
の
合
計
が
二
十
万
を
超
え
る
人

③
給
与
を
二
か
所
以
上
か
ら
も
ら
っ
て

い
る
人

確
定
申
告
を
し
な
く
て
よ
い
方
で
も

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
確
定
申
告
を
す

る
と
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

●
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
人

●
年
の
途
中
で
退
職
し
、
年
末
調
整
を

し
て
い
な
い
人

●
風
水
害
、
地
震
な
ど
の
災
害
に
よ
っ

て
、
住
宅
や
家
財
な
ど
に
損
害
を
受

け
た
人

●
マ
イ
ホ
ー
ム
を
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
で

取
得
し
た
人

な
お
、
こ
れ
ら
の
控
除
等
を
受
け
る

に
は
諸
要
件
に
該
当
す
る
必
要
が
あ

り
、
要
件
に
あ
っ
た
領
収
書
や
生
命
保

険
料
証
明
書
、
収
支
内
訳
書
、
源
泉
徴

収
票
な
ど
が
必
要
で
す
。
印
鑑
や
納
税

者
名
義
の
通
帳
な
ど
も
お
忘
れ
な
く
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

一
定
の
借
入
金
等
に
よ
っ
て
、
自
分

が
住
む
た
め
の
住
宅
を
新
築
や
増
改
築

を
し
た
り
、
住
宅
や
そ
の
敷
地
を
購
入

し
た
り
し
た
と
き
で
、
平
成
十
五
年
十

二
月
三
十
一
日
ま
で
に
入
居
し
た
な
ど

の
諸
要
件
に
該
当
し
た
場
合
、
住
宅
借

入
金
等
特
別
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

土
地
・
建
物
（
立
木
）
な
ど
を
譲
渡

し
て
所
得
の
あ
る
人
は
譲
渡
所
得
の
申

告
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
年
間
百
十
万

円
を
超
え
て
贈
与
を
受
け
ら
れ
た
人
は

贈
与
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

譲
渡
（
山
林
）
所
得
お
よ
び
贈
与
税

の
申
告
に
つ
い
て
相
談
さ
れ
る
人
は
、

マ
ー
サ
21

南
館
四
階
マ
ー
サ
ホ
ー
ル

（
岐
阜
市
正
木
）
へ
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。

▼
会
場

マ
ー
サ
21

南
館
四
階

マ
ー
サ
ホ
ー
ル
（
岐
阜
市
正
木
）

▼
開
設
期
間

二
月
九
日
（月）
〜
三
月

十
五
日
（月）

（
土
・
日
曜
日
は
除
く
。
た
だ

し
、
二
月
二
十
二
日
（日）
と
二
月
二
十

九
日
（日）
は
開
設
し
ま
す
）

▼
相
談
時
間

午
前
九
時
三
十
分
〜

正
午
、
午
後
一
時
〜
四
時

（
会
場
の
混
雑
状
況
に
よ
っ
て
、

受
付
を
早
め
に
終
了
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
）

な
お
、
こ
の
申
告
会
場
開
設
期
間

中
は
、
税
務
署
で
の
相
談
は
行
い
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

住
宅
ロ
ー
ン
等
を
利
用
し
て
マ
イ

ホ
ー
ム
を
新
築
・
購
入
さ
れ
た
方
を

対
象
と
し
て
、
税
務
署
に
よ
る
「
所

得
税
の
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
」

に
関
す
る
申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。

▼
会
場

山
県
市
役
所
　
三
階

▼
期
日

二
月
三
日
（火）
、
四
日
（水）

▼
相
談
時
間

午
前
九
時
三
十
分
〜

正
午
、
午
後
一
時
〜
四
時

（
会
場
の
混
雑
状
況
に
よ
っ
て
、

受
付
を
早
め
に
終
了
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
）

所
得
税
の
確
定
申
告

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

譲
渡
（
山
林
）
所
得

贈
与
税
の
申
告

確
定
申
告
会
場
を
開
設

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
に

関
す
る
申
告
相
談

確
定
申
告
を
す
る
と

所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
場
合

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
確
定
申
告
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現
在
、
多
く
の
お
年
寄
り
が
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
契
約
時
の
説
明
不
足
あ
る
い
は
契

約
内
容
の
理
解
不
足
、
ま
た
職
員
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
な
ど
か
ら
、
良
好
な
信
頼

関
係
が
築
け
な
い
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
る
の
が
現

実
で
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
て
い
る
人
の
中
に
は
、

忙
し
い
職
員
に
対
す
る
遠

慮
や
「
こ
ん
な
こ
と
を
言

っ
た
ら
嫌
が
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
」
と
い
う
思
い

か
ら
、
要
望
や
希
望
、
疑

問
や
不
満
を
誰
に
も
言
え

ず
我
慢
し
て
い
る
人
も
少

な
く
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
も
利

用
者
の
ナ
マ
の
声
を
聞
く

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
サ
ー

ビ
ス
改
善
に
役
立
ち
ま

す
。そ

こ
で
、
介
護
相
談
員

が
利
用
者
側
と
提
供
者
側

と
の
橋
渡
し
役
を
果
た
す

こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
と
サ

ー
ビ
ス
提
供
者
と
の
橋

渡
し
を
行
い
ま
す
。

○
住
民
と
行
政
と
の
橋

渡
し
を
行
い
ま
す
。

○
地
域
に
お
け
る
介
護
問

題
、
高
齢
者
福
祉
問
題

に
つ
い
て
考
え
、
豊
か

な
地
域
社
会
づ
く
り
に

貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

山
県
市
の
介
護
相
談
員

を
紹
介
し
ま
す
。
上
の
写

真
左
か
ら
宮
川
佳
子
さ

ん
、
渡
邉
美
智
子
さ
ん
、

夏
目
マ
ス
子
さ
ん
、
佐
村

康
子
さ
ん
で
す
。

「
ほ
ん
の
さ
さ
い
な
…
」

と
思
わ
れ
る
こ
と
で
も
、

毎
日
の
生
活
が
そ
の
積
み

重
ね
と
な
れ
ば
、
や
が
て

大
き
な
問
題
へ
と
発
展
し

か
ね
な
い
も
の
で
す
。

問
題
が
小
さ
な
芽
の
う

ち
に
、
解
決
・
改
善
策
を

み
ん
な
で
探
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

介
護
相
談
員
は
利
用

者
と
提
供
者
と
の
橋

渡
し
役

山
県
市
の
介
護
相
談

員
の
紹
介

小
さ
な
不
満
は
小
さ

な
う
ち
に
…

介
護
相
談
員
の
役
割

質問１：どんなことが相談できるの？

⇒答え：介護サービスについての要望、不満、疑
問、不安、苦情などです。
質問２：相談すると、どのようにしてもらえる

の？

⇒答え：相談の内容により、詳しく説明させてい
ただいたり、事業所や市へ対応を求めます。
質問３：利用料は？

⇒答え：無料です。
質問４：利用者から連絡したいときは？

⇒答え：長寿福祉課へ連絡していただくか、事業
所の担当者の方へお尋ねください。

長寿福祉課　　22・6838
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市民便利帳で誤りがありました。

訂正し深くお詫び申しあげます。

収集方法

冷風機
衣類乾燥機（据付台のみ）
低周波治療器
ノートパソコン
タイプライター
パソコン本体

ゴルフ用具一式
スキー用具一式
バスケットゴール板
すのこ（大）、乳母車

サマーベッド

品　　　　　　　　目

家具・寝具類 趣味用品・その他電気・石油・ガス器具等

1件300円
（ただし、1世帯
5 人までを 1 件
とします。）

ステーション方式
週2回、地区ごと
に指定された日時
に収集

出す時の注意

・収集日の・・・
・市指定の・・・
・二重に・・・
・生ごみ・・・
・枝は直径5cm以下のもので、指定袋に必ず納めてください。

1通300円
（ただし、1世帯
5人までを1件
とします。）

戸別収集
手数料

直接搬入
手数料

400円 200円

収集方法

（戸別収集）
月1回、地区ごと
に指定された日時
に収集

収集の順序

1．地区ごとに指定された収集日の1週間前までに『不燃ごみ・粗大ご
み受付センター』へ収集の申込みをしてください。（1回の収集で10
点までが申込み出来ます。）

2．申込みの……
・・・

（直接搬入）
依頼者が申込み
後、直接、山県市
クリーンセンターへ
搬入

1．『不燃ごみ・粗大ごみ受付センター』へ申込みをしてください。
2．申込みの……
・・・

訂正とお詫び

●燃えるごみ

各種証明
（戸籍・住民基本台帳・外国人登録関係）

［申込み先］不燃ごみ・粗大ごみ受付センター　　23・0108
●不燃ごみ・粗大ごみ

●粗大ごみ品目別処理手数料

種　　　　　類 ここへ 必要なもの 手　数　料

住民票記載事項証明書

市　民　課
22・6827

・印鑑
・記載事項証明書用紙

外国人登録原票記載事項証明書

削除

件に訂正

粗大ごみ受付センターに訂正

3に訂正

追加

市民便利帳　21ページ

市民便利帳　52ページ

市民便利帳　54ページ
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学校教育課　　36・3303

■募 集 人 員 若干名
■賃　　　金 5,700円（日額）
■勤 務 内 容 学校給食調理
■勤 務 時 間 午前8時30分～午後3時15分

（実働6時間）
■勤　務　地 市内小中学校
■雇 用 期 間 平成16年4月1日～

平成17年3月31日
■勤　務　日 月曜～金曜（祝日は除く）
■資格、条件 18歳以上で調理経験のある方
■待　　　遇 社会保険および雇用保険加入
■応 募 期 限 2月23日（月）までに履歴書を秘書課へ

提出してください。

学校教育課　　36・3303

■募 集 人 員 若干名
■賃　　　金 5,600円（日額）
■勤 務 内 容 学校図書整理
■勤 務 時 間 午前8時15分～午後4時

（実働7時間）
■勤　務　地 市内小中学校
■雇 用 期 間 平成16年4月1日～

平成17年3月31日
■勤　務　日 月曜～金曜（祝日は除く）
■資格、条件 司書・司書教諭およびそれに準ずる

資格を有する方
■待　　　遇 社会保険および雇用保険加入
■応 募 期 限 2月23日（月）までに履歴書に資格の証

明ができる書類を添付して秘書課へ
提出してください。

学校教育課　　36・3303

■募 集 人 員 1名
■賃　　　金 5,100円（日額）
■勤 務 内 容 学校環境整備に関すること
■勤 務 時 間 午前8時30分～午後3時15分

（実働6時間）
■勤　務　地 市内小中学校
■雇 用 期 間 平成16年4月1日～

平成17年3月31日
■勤　務　日 月曜～金曜（祝日は除く）
■資格、条件 18歳以上の方
■待　　　遇 社会保険および雇用保険加入
■応 募 期 限 2月23日（月）までに履歴書を秘書課へ

提出してください。

健康課　　22・6839

■募 集 人 員 1名
■賃　　　金 8,750円（日額）
■勤 務 内 容 保健事業の助務および事務
■勤 務 時 間 午前9時30分～午後5時15分

［勤務日によって午前8時30分～午
後4時15分の場合も有（実働7時
間）］

■勤　務　地 市役所健康課
■雇 用 期 間 平成16年4月1日～

平成17年3月31日
■勤　務　日 月曜～金曜（祝日は除く）
■資格、条件 保健師または正看護師の資格を有す

る方
■待　　　遇 社会保険および雇用保険加入
■応 募 期 限 2月23日（月）までに履歴書に免許証の

写しを添付して秘書課へ提出してく
ださい。

学校図書司書学校給食調理員

臨時保健師校　務　員

・履歴書の上部余白に応募職種を記入のうえ提出してください。
・履歴書は受付後返却いたしません。
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産業振興課　　22・6830

■募 集 人 員 1名
■賃　　　金 6,800円（日額）

宿直　4,200円（日額）
■勤 務 内 容 施設内の清掃・管理・接客・宿直業

務
■勤 務 時 間 午前8時30分～午後5時15分

（実働8時間）
■勤　務　地 岐阜県青少年の森（長滝）
■雇 用 期 間 平成16年4月1日～

平成17年3月31日
■勤　務　日 日曜～土曜を3人で交替制
■資格、条件 心身ともに健康な18歳以上で普通自

動車運転免許をもっている方
■待　　　遇 社会保険および雇用保険加入
■応 募 期 限 2月23日（月）までに履歴書を秘書課へ

提出してください。

社会福祉課　　22・6837

①臨時保育士　②臨時保育士（延長保育担当）
■募 集 人 員 ①15名程度　②若干名
■賃　　　金 ①8,400円（日額）

②3,150円（日額）
■勤 務 内 容 保育園保育
■勤 務 時 間

①午前8時30分～午後5時15分［勤務日によって
午前7時30分～午後4時15分の場合も有（実働
8時間）］
②午後4時～午後7時（実働3時間）

■勤　務　地 市内保育園
■雇 用 期 間 平成16年4月1日～

平成17年3月31日
■勤　務　日

①月曜～土曜のうち5日間
（交替制、土曜日は4時間勤務）
②月曜～金曜（祝日は除く）

■資格、条件 保育士資格を有し、健康な方
■待　　　遇 ①社会保険および雇用保険加入
■応 募 期 限

2月23日（月）までに履歴書に資格証明書の写しを
添付して秘書課へ提出してください。

産業振興課　　22・6830

①キャンプ場②コテージ村
■募 集 人 員 ①1名　②1名
■賃　　　金 5,600円（日額）
■勤 務 内 容 予約受付業務および施設内の清掃
■勤 務 時 間

①午前8時30分～午後4時15分
［勤務日によって午前9時30分～午後5時15
分、その他の場合も有（実働7時間）］

②午前9時30分～午後5時15分
［勤務日によって午前8時30分～午後4時15
分、その他の場合も有（実働7時間）］

■勤　務　地 グリーンプラザみやま（片原）
■雇 用 期 間
①平成16年6月1日～平成16年9月30日
②平成16年4月1日～平成17年3月31日
■勤　務　日 日曜～土曜のうち5日間（交替制）
■資格、条件
健康で土曜、日曜、祝日に勤務できパソコンが

できる55歳までの方
■待　　　遇 社会保険および雇用保険加入
■応 募 期 限 2月23日（月）までに履歴書を秘書課へ

提出してください。

社会福祉課　　22・6837

■募 集 人 員 5名程度
■賃　　　金 850円（時給）
■勤 務 内 容 小学1年～3年児童の生活指導
■勤 務 時 間

通　常　期 小学校下校時間（おおむね午後2時）
～午後6時

長期休暇期 （春・夏・冬休み）
午前9時～午後6時（実働8時間）

■勤　務　地 市内放課後児童クラブ開催場所
■雇 用 期 間 平成16年4月1日～

平成17年3月31日
■勤　務　日 月曜～金曜（祝日は除く）
■資格、条件 18歳以上で健康な方
■待　　　遇 社会保険および雇用保険加入
■応 募 期 限 2月23日（月）までに履歴書を秘書課へ

提出してください。

放課後児童クラブ指導員 岐阜県青少年の森・あぜくらの家管理人

グリーンプラザみやま臨時従業員臨時保育士
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3．受 験 手 続
市の指定する申込書および受験票を2月12日（木）午後5時15分までに秘書課へ提出して

ください。

4．審査・試験日および方法
〇審査・・・受付締切後、申込書の記載内容による経歴審査を行います。
〇試験・・・2月22日（日）に論文試験および口述試験を行います。

5．採用予定時期
原則として平成16年4月1日

◆職員採用試験に関するくわしい「案内」は次のいずれかの方法で入手できます。

1．窓口で配布　　山県市役所総務部秘書課・伊自良支所・美山支所・西武芸出張所
2．郵送請求

請求方法は、返信用封筒（切手120円分を貼った角形2号の封筒にご自分の郵便番号・
住所・氏名を明記したもの）を同封のうえ、封筒の表に「採用試験案内請求」と朱書し
て請求してください。
【請求先】〒501－2192 山県市高木1000番地1 山県市役所総務部秘書課
3．市のホームページからダウンロードして印刷

URL http：//www.city.yamagata.gifu.jp/

問い合わせ先 秘書課　　22・6821

市では、民間企業等で職務経験のある方を職員として募集します。

1．試験区分・採用予定人員・職務内容等

2．受 験 資 格

試験区分 採用予定人員 主な業務内容 特に求める能力・経歴

建　　築 1名 一般建築行政業務 建築工事の設計・施工管理ができる方

土　　木 1名 一般土木行政業務 土木工事の設計・施工管理ができる方

●共通受験資格
（1）昭和39年4月2日から昭和49年4月1日までに生まれた方
（2）学校教育法に基づく大学（短期大学を除く。）を卒業した方
●試験区分の「建築」を受験する場合は、共通受験資格とあわせて次の資格が必要です。
（1）一級建築士の資格を有する方
（2）建築に関して民間企業等における職務経験が平成16年4月1日現在で通算して6

年以上ある方
●試験区分の「土木」を受験する場合は、共通受験資格とあわせて次の資格が必要です。
（1）1級土木施工管理技士の資格を有する方
（2）土木に関して民間企業等における職務経験が平成16年4月1日現在で通算して6

年以上ある方

※「民間企業等における職務経験」は会社員、自営業者等として1年以上継続して就
業した期間を通算して計算します。
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ど
ん
ぐ
り
会
（
長
寿
福
祉
課
内
）

℡
22
・
6
8
3
8

高
齢
者
元
気
生
活
支
援
事
業
（
い
こ

い
の
広
場
）
は
自
立
高
齢
者
の
ね
た
き

り
、
痴
呆
、
閉
じ
こ
も
り
予
防
の
活
動

で
、
市
が
委
託
し
た
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
会
・
ど
ん
ぐ
り
会
が
市
内
十
五
会

場
の
地
区
公
民
館
等
で
実
施
し
て
い
ま

す
。
高
齢
者
の
自
立
支
援
に
興
味
の
あ

る
方
は
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

▼
募
集
人
員

若
干
名

▼
報
償
費

五
千
円
（
日
額
）

▼
勤
務
内
容

指
導
員
の
補
助
・
会
場

準
備
な
ど

▼
勤
務
時
間

週
1
回
程
度

午
前
九
時
〜
午
後
四
時
ご
ろ

▼
勤
務
地

所
定
の
地
区
公
民
館
等

▼
資
格
・
条
件

普
通
自
動
車
免
許
所
持
者
で
六
十

歳
ま
で
の
方

▼
応
募
方
法

二
月
十
七
日
（火）
ま
で
に
履
歴
書
を

長
寿
福
祉
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
面
接
日
は
二
月
二
十
四

日
（火）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
美
山
地
域
の
運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も

同
時
に
募
集
し
ま
す
（
若
干
名
・
任

意
保
険
加
入
者
）。
く
わ
し
く
は
長

寿
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。建

設
課
　
℡
22
・
6
8
3
2

岩
佐
・
中
洞
地
内
で
建
設
中
の
「
若

鮎
橋
」
の
開
通
式
で
、
渡
り
初
め
を
し

て
い
た
だ
く
三
世
代
の
ご
夫
婦
を
募
集

し
ま
す
。

▼
開
通
式
予
定
日

三
月
七
日
（日）

午
前
十
時
〜

▼
三
世
代
ご
夫
婦
の
条
件

山
県
市
内
に
在
住
し
て
い
る
直
系

親
族
で
、
歩
い
て
、
ま
た
は
車
い
す

で
三
世
代
そ
ろ
っ
て
渡
り
初
め
を
し

て
い
た
だ
け
る
方

▼
応
募
方
法

三
世
代
ご
夫
婦
の
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
ご
記
入
の
う

え
、
山
県
市
役
所
建
設
課
ま
で
郵
送

に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
締
切

二
月
十
六
日
（月）

▼
応
募
先

〒
5
0
1
―
2
1
9
2

山
県
市
高
木
一
〇
〇
〇
番
地
一

山
県
市
役
所
基
盤
整
備
部
建
設
課

▼
そ
の
他

●
支
度
金
等
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
に
て
決

定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

愛
・
地
球
博
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
　

�
0
5
2
・
2
1
8
・
5
0
8
7

�
0
5
2
・
2
1
8
・
5
0
8
8

二
〇
〇
五
年
三
月
二
十
五
日
か
ら
名

古
屋
東
部
丘
陵
地
帯
で
開
催
さ
れ
る

愛
・
地
球
博
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
ま
す
。

▼
募
集
期
間

一
月
二
十
六
日
（月）
〜

三
月
三
十
一
日
（水）

▼
活
動
内
容

お
客
様
の
ご
案
内
、
美
化
活
動
、

外
国
語
に
よ
る
情
報
提
供
な
ど

▼
申
し
込
み
方
法
な
ど

専
用
申
込
書
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
、
市
役
所
な
ど
に
備
え
付

け
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
郵

送
ま
た
は
F
A
X
し
て
く
だ
さ
い
。

岐
北
衛
生
施
設
利
用
組
合

℡
52
・
1
3
4
8

▼
募
集
人
員

一
名

▼
賃
金

七
千
円
（
日
額
）

▼
勤
務
内
容

岐
北
衛
生
セ
ン
タ
ー
に

お
け
る
事
務
の
助
務
お
よ
び
来
庁
者

の
接
遇
な
ど

▼
勤
務
時
間

午
前
八
時
三
十
分
〜
午

後
五
時
十
五
分

▼
勤
務
地

岐
北
衛
生
セ
ン
タ
ー
（
岩

佐
）

▼
雇
用
期
間

平
成
十
六
年
四
月
一
日

〜
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日

▼
勤
務
日

月
曜
〜
金
曜
（
祝
日
は
除

く
）

▼
資
格
・
条
件

普
通
自
動
車
免
許
・

パ
ソ
コ
ン
入
力
経
験
者

▼
待
遇

社
会
保
険
お
よ
び
雇
用
保
険

加
入

▼
応
募
方
法

三
月
十
二
日
（金）
ま
で
に
、
履
歴
書

に
免
許
証
の
写
し
を
添
付
し
て
岐
北

衛
生
セ
ン
タ
ー
内
事
務
所
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

22
・
6
8
3
2

22
・
6
8
3
8

い
こ
い
の
広
場
ス
タ
ッ
フ
募
集

三
世
代
夫
婦
を
募
集

52
・
1
3
4
8

日
日
雇
用
職
員
の
募
集

愛
・
地
球
博ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

0
5
2
・
2
1
8
・
5
0
8
7

0
5
2
・
2
1
8
・
5
0
8
8

FAX
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社
会
教
育
課
　
℡
36
・
3
3
0
4

山
県
市
内
の
三
中
央
公
民
館
を
拠
点

と
し
て
、
地
域
の
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
や

乳
幼
児
学
級
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
た
だ

く
「
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
募
集
し

ま
す
。

▼
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動
内
容

週
二
回
、
各
中
央
公
民
館
で

●
乳
幼
児
学
級
の
企
画
・
運
営

●
地
域
の
子
育
て
相
談

●
子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議

会
へ
の
参
加

▼
応
募
資
格

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

●
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
ア

ド
バ
ン
ス
ト
コ
ー
ス
を
修
了
（
岐

阜
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
主
催
）

●
生
涯
学
習
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養

成
講
座
を
修
了
（
岐
阜
県
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
主
催
）

●
山
県
市
生
涯
学
習
リ
ー
ダ
ー
養
成

講
座
修
了
（
見
込
み
を
含
む
）

●
小
学
校
教
員
ま
た
は
保
育
士
の
免

許
所
有

▼
応
募
方
法

二
月
十
三
日
（金）
ま
で
に
社
会
教
育

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

山
県
市
観
光
協
会
設
立
準
備
会
事
務
局

（
産
業
振
興
課
内
）

℡
22
・
6
8
3
0

22
・
6
8
5
0

山
県
市
観
光
協
会
設
立
準
備
会
で

は
、
今
年
四
月
か
ら
一
緒
に
活
動
を
し

て
い
た
だ
け
る
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

▼
活
動
内
容

一．

市
内
の
観
光
関
連
情
報
（
宿

泊
、
飲
食
店
、
物
産
お
よ
び
交
通

情
報
）
等
の
提
供
。
特
に
会
員
の

店
舗
、
施
設
お
よ
び
商
品
な
ど
を

優
先
的
に
紹
介

二．

推
奨
品
認
定
な
ど
で
信
頼
さ
れ

る
特
産
品
づ
く
り
を
目
指
す

三．

観
光
イ
ベ
ン
ト
、
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
へ
の
支
援
や
参
加
、
出
店
の
斡

旋
四．

岐
阜
や
ま
が
た
物
産
展
の
開
催

▼
入
会
申
し
込
み
方
法

市
役
所
・
各
支
所
に
置
い
て
あ
り

ま
す
申
込
書
に
記
入
し
て
、
事
務
局

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
F
A
X
で

も
可
。

山
県
市
観
光
協
会（
四
月
設
立
）

会
員
募
集

22
・
6
8
3
0

22
・
6
8
5
0

36
・
3
3
0
4

子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

高齢者が健康で自立した生活をおくるため、栄
養バランスのとれた食事をお届けし、安否の確認
も行います。
利用できる人

65歳以上の一人暮らし、または75歳以上の高
齢者世帯で、調理をすることが困難な人。
利用日

月曜日から金曜日までの昼食と夕食の希望する
日を指定する。
利用料 1食　400円
申し込み先 長寿福祉課（22・6838）

山県市在宅介護支援センター　　　22・6838

山県市社協在宅介護支援センター　52・2800

椿野苑在宅介護支援センター　　　22・6003

桜美寮在宅介護支援センター　　　36・2013

高齢期を安心して過ごすための手助けとして、
介護が必要な人には介護保険のサービスがありま
すが、元気な人や何らかの支援があれば自立した
生活が送れる人のためのサービスもあります。今
の健康をできるだけ維持し、いきいきと自立した
生活を目指しましょう。

Q．夫婦で暮らしていましたが、妻が入院しまし

た。息子たちも離れて暮らしています。今まで

食事の準備は妻にまかせきりでしたので自分で

はほとんどできません。何かいい方法はありま

せんか？

A．配食サービスを利用するか、ホームヘルプ派
遣を利用して調理の仕方などを習う方法もあり
ます。ホームヘルプは回数や対象者に限りがあ
ったり、料金などの決まりがありますので、長
寿福祉課までおたずねください。また在宅介護
支援センターでも相談を受け付ています。

在宅介護支援センター

FAX
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ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
相
談
室
（
杉
山
）

�
55
・
2
6
1
6

社
会
福
祉
課
　
�
55
・
6
8
3
7

山
県
市
内
に
お
住
ま
い
、
ま
た
は
将

来
山
県
市
に
住
ま
わ
れ
る
予
定
の
方

で
、
結
婚
を
考
え
て
み
え
る
方
の
出
会

い
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
ハ
ッ
ピ
ー

ラ
イ
フ
相
談
室
で
は
、
次
の
と
お
り
独

身
の
皆
さ
ん
の
交
流
会
を
開
催
し
ま

す
。

▼
日
時

三
月
十
四
日
（日）

午
前
十
時
〜

▼
場
所

グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
み
や
ま
コ

テ
ー
ジ
村
（
片
原
）

▼
内
容

独
身
男
女
に
よ
る
立
食
パ
ー

テ
ィ
ー
形
式
の
交
流
会

▼
参
加
料

無
料

▼
申
し
込
み
方
法

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
生
年

月
日
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。）

▼
申
し
込
み
締
切

三
月
四
日
（木）

※
毎
週
木
曜
日
、午
前
十
時
〜
十
二
時
、

美
山
支
所
二
階
で
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ

（
結
婚
）
相
談
室
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
結

婚
を
考
え
て
み
え
る
方
、
結
婚
に
関

す
る
情
報
を
お
持
ち
の
方
は
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

山
県
家
庭
教
育
研
究
所

℡
22
・
4
5
6
9
（
野
沢
）

乳
幼
児
期
の
子
育
て
に
つ
い
て
、
一

緒
に
学
ん
だ
り
交
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時

二
月
二
十
日
（金）

午
前
十
時
〜
正
午

▼
場
所

桜
尾
公
民
館

▼
対
象

乳
幼
児
を
も
つ
保
護
者
の
方

▼
参
加
方
法

当
日
十
時
ま
で
に
桜
尾

公
民
館
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ピ
ッ
コ
ロ
療
育
セ
ン
タ
ー

�
22
・
3
1
2
9

ピ
ッ
コ
ロ
親
の
会
で
は
、
毎
年
子
供

の
成
長
・
発
達
に
つ
い
て
学
習
し
、
地

域
で
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。
当
日

は
、
桜
花
学
園
大
学
教
授
柚ゆ

の

木き

馥ふ
く

先
生

の
講
演
や
バ
ザ
ー
も
行
い
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

二
月
八
日
（日）

午
前
九
時
四
十
五
分
〜

午
後
三
時

（
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
受
付
）

▼
場
所

高
富
中
央
公
民
館

「
第
二
十
四
回

こ
と
ば
を
育
て
る
学
習
会
」

22
・
6
8
3
7

55
・
2
6
1
6

22
・
3
1
2
9

22
・
4
5
6
9
（
野
沢
）

独
身
者
の
交
流
会
を
開
催

家
庭
教
育
講
座



20広報やまがた 2004.2

社
会
教
育
課
　
　
36
・
3
3
0
4

『
世
界
を
見
て
き
た
人
だ
か
ら
話
せ
る

こ
と
が
あ
る
』

▼
日
時

二
月
二
十
一
日
（土）

受
付
　
午
後
一
時
〜

開
演
　
午
後
一
時
三
十
分

▼
場
所

美
山
中
央
公
民
館

▼
プ
ロ
グ
ラ
ム

○
高
富
少
年
少
女
合
唱
団
・
高
富
コ

ー
ル
バ
ル
ー
ン
共
演

○
講
演
「
記
者
か
ら
見
た
日
本
」

講
師
　
中
日
新
聞
社

取
締
役
編
集
局
長
　
小
出
宣
昭
氏

（
中
日
新
聞
土
曜
日
朝
刊
の
コ
ラ

ム
著
者
）

▼
そ
の
他

西
武
芸
保
育
園
で
託
児
を
行
い
ま

す
。
希
望
者
は
社
会
教
育
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
講
演
中
は
手

話
の
同
時
通
訳
が
あ
り
ま
す
。

山
県
市
「
花
の
都
ぎ
ふ
」
運
動
推
進
協

議
会
（
総
合
企
画
課
内
）

℡
22
・
6
8
2
4

市
内
に
お
住
ま
い
の
方
を
対
象
に
春

の
寄
せ
植
え
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

春
の
足
音
は
も
う
す
ぐ
そ
こ
ま
で
来

て
い
ま
す
。
一
足
早
く
春
を
感
じ
て
み

ま
せ
ん
か
？

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
テ
ー
マ

『
〜
水
ぬ
る
む
岸
辺
〜
』

▼
日
時

三
月
十
二
日
（金）

午
前
十
時
〜

午
後
一
時
三
十
分
〜

（
先
着
そ
れ
ぞ
れ
二
十
名
ま
で
）

※
内
容
は
同
じ
で
す
。
ど
ち
ら
か
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
参
加
費
用

二
千
円
（
材
料
費
）

▼
場
所

高
富
中
央
公
民
館
技
術
棟

▼
募
集
期
間

二
月
九
日
（月）
〜
二
月
二

十
三
日
（月）
ま
で

12月7日、山県市総合体育館で第1回山県市剣道
大会が開催され、市内の剣士が熱戦を繰り広げました。
また、試合前には伊自良中学校の大島寛也君、横

山亮介君が日本剣道形を披露しました。
各部門の優勝者（団体）は次のとおりです。

一般の部 伊自良剣友会
中学生の部 伊自良中A
小学生の部 高富剣道スポーツ少年団A

新入団の部 松浦　恵理
小学1・2年生の部 島戸　契輔
小学3・4年生の部 島戸　貴由
小学5年生の部 篠田　宇宙
小学6年生の部 大島　正寛
中学男子の部 山中　翔太
中学女子の部 渡邉　芽久美
高校男子の部 桐山　貴広
高校女子の部 松田　有加

22
・
6
8
2
4

2月の総合体育館スポーツイベント

総合体育館　�22・6622

11日（祝） 県中学校新人バレー大会

15日（日） 県小学生新人大会

【清掃休館日　2月16日（月）】

花
づ
く
り
講
習
会

第1回 山県市剣道大会

36
・
3
3
0
4

人
権
教
育
講
演
会

団体戦

個人戦

〈写真はイメージです〉
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岐
阜
県
地
域
保
健
所
　
本
巣
・
山
県
セ
ン
タ
ー

0
5
8
・
2
6
4
・
1
1
1
1

環
境
衛
生
課
　
�
22
・
6
8
2
8

最
近
、
市
内
各
地
か
ら
猫
に
よ
る
苦

情
が
多
数
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
内
容
は
猫
の
排
泄
物
や
鳴
き

声
、
畑
や
庭
を
荒
ら
さ
れ
た
な
ど
と
い

っ
た
も
の
で
す
。

飼
い
主
の
方
は
次
の
こ
と
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
な
る
べ
く
飼
い
猫
は
野
外
に
出
さ
な

い
。

●
飼
い
猫
と
判
る
よ
う
に
首
輪
を
す
る
。

●
猫
嫌
い
の
方
や
猫
ア
レ
ル
ギ
ー
の
方

も
み
え
る
事
を
認
識
す
る
。

●
猫
の
命
あ
る
限
り
最
後
ま
で
責
任
を

持
ち
、
絶
対
に
捨
て
な
い
。

●
む
や
み
に
繁
殖
さ
せ
ず
、
管
理
で
き

な
い
場
合
は
避
妊
、
去
勢
手
術
を
受

け
る
。

●
責
任
の
取
れ
な
い
野
良
猫
に
餌
は
や

ら
な
い
。

ま
た
、
市
役
所
に
猫
の
捕
獲
依
頼
を

さ
れ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
猫

は
犬
と
違
い
登
録
制
度
が
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
捕
獲
し
た
猫
が
い
わ
ゆ
る「
飼
い

猫
」か「
野
良
猫
」か
判
断
で
き
ず
、ま
た

法
的
に
も
自
治
体
が
捕
獲
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
解
く
だ
さ
い
。

猫
に
つ
い
て
、
お
困
り
の
事
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
保
健
所
ま
た
は
市
役
所
環

境
衛
生
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

社
会
福
祉
課
　
℡
22
・
6
8
3
7

山
県
市
母
子
寡
婦
福
祉
会
で
は
、
母

子
家
庭
の
児
童
等
に
修
学
・
就
学
支
度

の
資
金
貸
付
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

母
子
家
庭
の
母
が
扶
養
し
て
い
る

児
童
お
よ
び
父
母
の
い
な
い
児
童
・

寡
婦
が
扶
養
し
て
い
る
児
童

▼
貸
付
額

◎
修
学
金

一
万
八
千
円
〜
六
万
三
千
円
（
月

額
）

◎
就
学
支
度
金

七
万
五
千
円
〜
四
十
五
万
円
（
月

額
）進

学
先
に
よ
っ
て
金
額
は
変
わ
り

ま
す
。

▼
利
子

無
利
子

▼
償
還
方
法

卒
業
後
六
か
月
据
置
と
し
、半
年
賦

ま
た
は
年
賦
の
均
等
償
還（
十
年
間
）

く
わ
し
く
は
、
社
会
福
祉
課
ま
た
は
、

母
子
協
助
員
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

22
・
6
8
2
8

22
・
6
8
3
7

飼
い
猫
・
野
良
猫
に
つ
い
て

母
子
・
寡
婦
福
祉
資
金

地震に備える
07日（土） 10：00～　ご飯せんべいを作ろう 定員15人

14日（土） 09：30～　切り絵 定員10人

22日（日） 10：00～　おひな様を作って遊ぼう 定員15人

28日（土） 13：00～　おでんパーティー（ディアボロ、

腹話術を見て楽しもう）定員30人

◆1日午前9時より申し込み受付を開始します。

※定員になり次第締め切らせていただきます。

07日（土） 09：30～　パン教室 定員15人

08日（日） 10：30～　新一年生の子集まれ！

13：30～　ディアボロを回そう 定員30人

14日（土） 13：30～　おひな様を作ろう 定員15人

21日（土） 10：00～　お年寄りと一緒に五平餅を作ろう

定員30人

◆1日午前9時より申し込み受付を開始します。

※定員になり次第締め切らせていただきます。

子どもげんきはうす　　23・2323

高 富 児 童 館　　22・4750

「地震国」日本。日本列島はどんな地域も「こ
こには地震は起こらない」というところはありま
せん。
地震に対しては「まずわが家の備えを」「地域

の協力を」という具体的な姿勢が、強く求められ
ます。

では、その備えのポイントは

◆ポイント1 自分自身の体を守る。

（家具の固定）

◆ポイント2 火事を出さない。

◆ポイント3 消火の備えをしっかり。

◆ポイント4 けがをしない備えをしっかり。

（ガラスの飛散防止）

◆ポイント5 避難生活に困らない準備を。

◆ポイント6 向こう三軒両隣の協力を。

■問い合わせ先　山県市消防本部　　22・0119

0
5
8
・
2
6
4
・
1
1
1
1
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情
報
政
策
課
　
℡
22
・
6
8
2
6

昨
年
十
二
月
に
無
作
為
抽
出
で
【
山

県
市
地
域
情
報
化
に
関
す
る
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
】
を
お
願
い
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

年
末
の
お
忙
し
い
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

多
く
の
皆
様
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

現
在
、
回
収
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集

計
作
業
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
、
集
計

結
果
を
公
表
す
る
と
共
に
、
こ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
十
分
検
討
し
、
山
県
市

の
情
報
化
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

岐
阜
検
察
審
査
会
事
務
局

�
0
5
8
・
2
6
2
・
5
1
2
1

成
人
に
な
ら
れ
た
皆
さ
ん
に
認
め
ら

れ
る
重
要
な
権
利
の
一
つ
と
し
て
選
挙

権
が
あ
り
ま
す
が
、
同
時
に
ぜ
ひ
と
も

知
っ
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
検
察
審
査
会
の
審
査
員
に

選
ば
れ
る
資
格
を
持
つ
と
い
う
こ
と
で

す
。検

察
審
査
会
制
度
は
、
検
察
官
の
仕

事
に
国
民
の
声
を
反
映
さ
せ
よ
う
と
い

う
目
的
で
で
き
た
も
の
で
、
例
え
ば
、

交
通
事
故
や
詐
欺
な
ど
犯
罪
の
被
害
に

あ
っ
て
、
警
察
や
検
察
庁
に
訴
え
た
の

に
、
検
察
官
が
そ
の
事
件
を
起
訴
し
て

く
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
検

察
官
の
不
起
訴
処
分
に
不
服
の
あ
る
人

の
申
し
立
て
を
受
け
て
、
事
件
を
調
べ

直
し
、
検
察
官
の
処
分
の
よ
し
あ
し
を

審
査
す
る
の
が
こ
の
制
度
な
の
で
す
。

検
察
審
査
会
は
、
選
挙
人
名
簿
の
中

か
ら
く
じ
で
選
ば
れ
た
十
一
人
の
審
査

員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
ま
す
。

で
す
か
ら
、
成
人
に
な
ら
れ
た
皆
さ

ん
は
、
こ
の
検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

選
ば
れ
た
と
き
は
進
ん
で
こ
の
仕
事

に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

ジ
ェ
ト
ロ
岐
阜

0
5
8
・
2
7
1
・
4
9
1
0

ジ
ェ
ト
ロ
貿
易
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ

る
巡
回
貿
易
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

二
月
二
十
六
日
（木）

午
後
一
時
三
十
分
〜

五
時
三
十
分

▼
場
所

山
県
市
役
所
　
三
階
　

3
0
1
会
議
室

岐
阜
地
方
法
務
局

�
0
5
8
・
2
4
5
・
3
1
8
1

こ
れ
ま
で
高
富
出
張
所
で
取
り
扱
っ

て
お
り
ま
し
た
「
山
県
市
」
の
登
記
事

務
は
、
二
月
二
十
七
日
（金）
で
業
務
を
終

了
し
、
三
月
一
日
（月）
か
ら
は
、
本
局
登

記
部
門
に
お
い
て
取
り
扱
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

◎
こ
の
統
合
に
よ
り
、
従
来
登
記
簿
で

処
理
し
て
い
た
不
動
産
登
記
事
務
に

つ
い
て
は
、「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
」
で
処

理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◎
共
同
担
保
目
録
に
つ
い
て
は
四
月
下

旬
ご
ろ
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
を

開
始
す
る
予
定
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
登
記
簿
謄
・
抄
本
に

か
え
て
、「
登
記
事
項
証
明
書
」
を
発

行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。（
こ
の
「
登

記
事
項
証
明
書
」
は
郵
送
で
も
請
求
で

き
ま
す
。）

ま
た
不
動
産
登
記
簿
の
閲
覧
制
度
は

廃
止
し
、
代
替
措
置
と
し
て
「
登
記
事

項
要
約
書
」
を
発
行
し
ま
す
。

な
お
、
公
図
の
閲
覧
に
つ
い
て
は
こ

れ
ま
で
ど
お
り
の
処
理
を
行
い
ま
す
。

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

成
人
を
迎
え
ら
れ
た皆

さ
ん
に
！

美山地域内の河川�

岐
阜
地
方
法
務
局
高
富
出
張
所
を

岐
阜
地
方
法
務
局
に
統
合
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巡
回
貿
易
相
談
会

22
・
6
8
2
6

�

岐阜地方法務局の所在、案内図　〒500-8729 岐阜市金竜町5丁目13
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この欄は、山県市役所本庁または支所の窓口で届出を
された、本市に住民登録がある方を掲載しています。
※本市に住民登録があり他の市区町村で届出をされ、掲
載をご希望の方は市民課（ 22・6827）までご連絡く
ださい。

山県市届出分のみ掲載

応援します�

31，585人（＋ 2）

男 15，508人（－ 8）
女 16，077人（＋10）
世帯数 9，797戸（＋ 8）

前月比

12月届出分

人口の動き（平成16年1月1日現在）

カン・白
色トレイ

13日

9日

16日

18日

11日

20日

18日

23日

6日
（3月5日）

5日
（3月4日）

4日
（3月3日）

3日
（3月2日）

26日

28日

27日

25日

27日

びん・ペッ
トボトル

19日

24日

21日

14日

21日

17日

7日

10日

12日

10日

不燃ごみ
粗大ごみ

23日

24日

19日

20日

12日
16日

17日
18日

25日

9日

10日

26日
27日

3日
（3月2日）

2日
（3月1日）

3日
（3月2日）

4日
（3月3日）

5日
（3月4日）

燃える
ご　み

月
・
木
曜
日

火
・
金
曜
日

月
・
木
曜
日

森・南・旭ヶ丘・蛍ヶ
丘・田倉

大北・石田町・山本・双
葉台・京ヶ洞・星ヶ丘・
南屋敷・石畑・美里

北町・栄町・仲町・本
町1、2、3丁目

共和町

佐賀・見晴台・金池

東深瀬・高木東・阿原

西深瀬

高木（高木東・阿原を
除く）

梅原

桜尾

大桑

長滝・平井・掛・松
尾・上願

洞田・小倉・大森・藤
倉・大門

北山

原

谷合

北武芸

乾

富波

岩佐

中洞



ス
ポ
ー
ツ
を
と
お
し
て
、
住
民
の
皆
さ

ん
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
も

ら
お
う
と
、
平
成
三
年
に
主
要
地
方
道

関
・
本
巣
線
沿
い
に
開
設
さ
れ
た
の
が
梅

原
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
。

多
目
的
に
使
え
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
野

球
や
サ
ッ
カ
ー
な
ど
が
楽
し
め
る
ほ
か
、

全
天
候
型
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
二
面
整
備

さ
れ
て
い
て
、
お
も
い
っ
き
り
テ
ニ
ス
を

楽
し
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。
夜
間
照
明
も

整
備
さ
れ
て
い
る
の
で
、
仕
事
帰
り
な
ど

に
軽
く
汗
を
流
し
て
み
た
り
し
て
は
い
か

が
で
す
か
。

ま
た
、
岐

阜
市
と
の
境

近
く
に
あ
る

梅
原
あ
お
ぞ

ら
公
園
に

は
、
い
ろ
い

ろ
な
遊
具
や

ス
ト
リ
ー
ト

バ
ス
ケ
ッ
ト

が
楽
し
め
る

よ
う
な
半
面

の
バ
ス
ケ
ッ

ト
コ
ー
ト
の
ほ
か
、
人
工
芝
の
パ
タ
ー
ゴ

ル
フ
場
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
は
管
理
人

が
い
ま
せ
ん
の
で
パ
タ
ー
と
ボ
ー
ル
は
自

分
で
用
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

逆
に
そ
れ
さ
え
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
、
だ

れ
と
で
も
、
自
由
に
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。

梅
原
小
学
校
の
近
く
に
あ
る
加
茂
神
社

は
、
旧
梅
原
村
の
こ
ろ
か
ら
村
社
と
し
て

大
切
に
さ
れ
て
き
た
神
社
で
す
。

創
建
の
年
月
は
不
詳
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
遠
く
平
安
時
代
後
期
に
遡

さ
か
の
ぼる
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
四
月
の
第
一
日
曜

日
が
祭
礼
日
と
な
っ
て
い
て
、
こ
の
日
に

は
古
式
に
の
っ
と
り
花
飾
り
や
神み

輿こ
し

が
参

道
に
連
な
り
、
神か

楽ぐ
ら

が
奉
納
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
境
内

け
い
だ
い

に
あ
る
太
鼓
橋
は
、
高
富

地
域
で
は
大
桑
の
十
五
社
神
社
と
こ
こ
に

し
か
残
っ
て
お
ら
ず
、
た
い
へ
ん
貴
重
な

も
の
で
す
。
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梅原小学校区�

歴
史
を
感
じ
る
神
社
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▼
市
章
と
一
緒
に
市
の
木
、
花
、
色
が
決
ま

り
ま
し
た
。
市
民
に
よ
る
投
票
結
果
で
、
木
や

花
の
票
が
い
ろ
い
ろ
と
分
か
れ
た
の
に
く
ら

べ
、
色
の
票
の
ほ
ぼ
半
数
近
く
を
『
緑
』
が
占

め
た
の
は
、
や
は
り
周
り
を
山
に
囲
ま
れ
て
、

普
段
か
ら
目
に
す
る
こ
と
が
多
い
か
ら
で
し
ょ

う
か
。
▼
実
は
い
ま
自
分
の
使
っ
て
い
る
名
刺

は
、
白
い
紙
に
字
が
書
い
て
あ
る
だ
け
の
素
っ

気
な
い
も
の
で
す
。
せ
っ
か
く
市
の
木
や
花
、

色
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
、
次
か
ら
は
少
し
カ

ラ
フ
ル
な
も
の
を
作
っ
て
み
よ
う
か
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

（
O
N
）

▼
成
人
式
の
取
材
に
行
っ
た
時
の
こ
と
。
私
は

高
富
地
域
の
取
材
に
行
き
ま
し
た
が
、
入
口
付

近
で
数
人
に
「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と

声
を
か
け
た
と
こ
ろ
ほ
と
ん
ど
の
人
が
「
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
返
答
し
て
く
れ
ま
し

た
。
▼
こ
の
「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
言
葉
は

言
う
ま
で
も
な
く
感
謝
の
意
を
表
す
言
葉
で

す
。
成
人
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
は
き
っ
と
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
に
「
あ
り
が
と
う
」
と
感
じ
て

い
る
は
ず
で
す
。
私
も
そ
う
感
じ
て
い
ま
し

た
。「
感
謝
す
る
」
と
い
う
こ
と
。
絶
対
に
忘

れ
て
は
い
け
な
い
こ
と
で
す
よ
ね
。

（
T
）

2004 2月号

ス
ポ
ー
ツ
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あ
お
ぞ
ら
公
園

No.10

FAX


